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  令和３年度 第２回 大阪市立住吉中学校 学校協議会 実施報告書 

    

校園名   大阪市立住吉中学校 

 

                           校園長名     坂井 伸治    

日 時 令和 3 年 12 月 7 日（火）１３：３０～１５：３０ 

場 所 大阪市立住吉中学校 多目的室 

出 

席 

者 

委員 

など 

石井 正純（会長）    今立美佐子（委員）       

西野真知子（委員）  上原 文裕（委員） 

飯吉 美子（委員）  大川 尚子（委員）   

校園 坂井 伸治（校長）  上山 力輔（教頭）  佐藤千恵子（地域ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ） 

区役所 山田美奈子（教育担当課長） 

議題 

・「運営に関する計画（中間評価）」について 

・全国学力・学習状況調査の結果について 

・チャレンジテスト（3 年生）の結果について 

・学校の現状等について 

・その他 

協議 

要旨 

協議の結果 意見の概要 

１ ・「運営に関する計画（中間評価）」について、

進捗状況を示した。ＩＣＴの活用や学力向上、

生徒の生活面に至るまで様々な意見交換を行

い、賛同を得た。 

・各委員へ資料を配付し、進捗状

況や取り組みについての質疑

応答を行った。不登校生徒の対

応や、挨拶等、取り組み内容の

具体的な説明を行った。 

２ 全国学力・学習状況調査の結果について、大

阪市平均は上回ったが、全国平均には届かな

かった。この結果についての検証と対策につ

いて報告を行った。 

・規則正しい生活習慣が学力に結

びついていくことへの理解が

深めることができた。 

３ チャレンジテスト（3 年生）については全教

科で大阪市平均を上回った。結果についての

検証を行い、規則正しい生活に取り組むこと

の大切さを改めて感じた。 

・全国学力・学習調査の時とチャ

レンジテスト時（3 年生）との登

校時間の対比などを説明し、検証

結果の理解が深まった。 

４ 学校の現状について、説明を行い 2 学期に

様々な行事を行ったが、生徒一人ひとりが充

実した学びを実践できたことを確認できた。 

・コロナ禍での行事開催報告など

学校の教育活動の理解が深ま

る意見交換ができた。 

協議 

資料 

（１）「運営に関する計画（中間評価）」 

（２）「住吉中学校のあゆみ」 

備考 
傍聴者[   ０  ]名     

 


